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教育か？洗脳か？ 
 

 

 

 

 
 

 

 

皆さんはもう、ワクチン接種は済まされましたか？ 

新型コロナウイルス感染撲滅のための新薬ワクチンが開発されたことは 

まことに喜ばしい出来事ですが、一方でこうした書籍が発売されていること 

ご存知でしたか？ 

 

「新型コロナウイルスは恐れるに足りない！」「ワクチン接種で健康被害が 

逆に続出している！」という見解もあります。 
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ところで今、そのワクチン接種で悩んでいる人が目立っています。 

ワクチン肯定派と否定派、職場や家庭で真っ二つに分かれているからです。 

 

先の書籍の著者らは、ワクチン否定派。 

一方、国（政治家）やテレビ・新聞をはじめとするメディア、医師会、感染症

専門家は、もちろんワクチン肯定派。 

国を挙げてワクチン接種を無料で（税金で）推進しています。 

 

さて、肯定派の見解は連日連夜報道されていて、もはやそれが“常識”に 

なっていますのでここでは省きます。 

では、あまり耳にしない否定派の意見に耳を傾けると・・・・ 

 

 

「ＰＣＲ検査陽性者数」と「コロナ感染者数」を同じにしてはいけない。 

発熱や肺炎など無症状でもＰＣＲ検査を受けると陽性になる例も多い。 

明らかに発熱・咳・倦怠感など感染症状を呈していて、入院治療が必要な患者

のみ感染者数とカウントすべき。 

メディアは無症状で治療の必要のない「健康な陽性者」も「重篤な感染者」と

いうニュアンスで報道している。不安を煽って視聴率を稼ぐ常套手段だ。 

 

日々の感染者数ばかり報道して、治癒回復した数や死者数は報道しない。 

日本人は年間 130 万人が死亡している。がんで 40 万人。心臓病で 20 万人。

脳卒中で 10 万人。コロナ感染死は現在まで 17000 人ほど。全体の１％。 

外出自粛要請、三密回避、マスク着用、不安になる情報の精神的ストレスで 

病気になり亡くなっている人のほうが増加していると予想される。 

 

新薬は通常４～６年の治験を経て医療現場で使われるところ、今回のワクチン

は 1 年も満たない期間に接種が許可されている。しかも人類初の「遺伝子組み

換えワクチン」であり、人体に投与した数年後、果たしてどうなるのか？ 

それは国も製薬会社もわからない。 

ワクチンの必要性とリスクを考えた時、欧米と違って感染者数・死者数ともに 

世界で下位にある日本人には、恩恵よりもリスクが大きいと考えられる。 

 

政府は 2 回接種から 3 回目を推奨し始めた。この動きは 4 回目、5 回目と 

毎年ワクチン接種を促すつもりだ。抗生物質の安易な処方によって「耐性菌」 

が出現しているように、コロナウイルス撲滅を薬（ワクチン）に頼る考え方は 

ウイルスの変異・強力化が懸念される。 

インフルエンザワクチン同様に「ワクチンを接種したら絶対に感染しない」と

いうことはない。ワクチン接種推進キャンペーンの裏に“黒幕”がいる。 
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これが真実かどうか？ それは私にもわかりません。 

ただ今の流れは個人的に「拙速」「何かおかしい」と感じています。 

なぜなら私は医療業界と薬に精通する“薬剤師”だから。 

 

コロナに感染した、もしくは感染して亡くなったという人を私は知りません。 

しかし、「2 回目のワクチン接種後に発熱して死にそうになった」という人は

何人も知っています。そんなリスクを負ってまで接種するメリットは何か？ 

正直、疑問です。 

 

職場の上司や同僚から、あるいは家族（特に親）から「ワクチンもう済んだ？」

「どうして打たないの？」という圧力に悩んでいる人たちも増えてきました。 

そんなお客様に私がアドバイスしていることは・・・・ 

 

「ワクチンは打つべき」「ワクチンを打ってほしい」という相手の思いの中に 

愛を感じるかどうか？ それで判断したらどうか？ということです。 

 

上司のその発言に、部下の健康を心から願う愛があるかどうか？ 

会社でクラスターが出たら大変だから。自分の部下に感染者が出たら、自分の

監督不行き届きだと処分されるかもしれないからとか。 

ワクチン接種を半強制的にすすめるその真意が、相手を思う愛からではなく 

その人の“自己保身”だと感じたなら、従わなくていい。 

 

家族の中でも意見が食い違い、“断絶”“別居”になっている人もいるそう。 

DV・浮気・借金問題ではなく、ワクチン論争で離婚したとか・・・・。 

もはや常軌を逸しています。 

 

 

≪まとめ≫ 

①コロナに感染して死亡する確率は、交通事故死する確率よりも低い。 

 毎日報道される感染者数に神経質にならないこと。スルーしていくこと。 

②感染するウイルスはコロナだけではない。コロナにばかり目を向けていると 

 他のウイルス（細菌・真菌含む）に感染する危惧もある。コロナ禍の今でも 

 日本人の死因 1 位は感染死ではなく、圧倒的に癌であるということ。 

③ワクチンを打ったからといって感染しないわけではない。重症化を免れる 

効果が期待されるというだけ。接種後も「自分の健康は自分で守る」という 

意識と生活習慣が何よりも大切であり、それはワクチン接種しない人たちも 

同じく実践すべきことである。 

④人との距離を取る・マスク・アルコール消毒の習慣から、他人や物に対して

潔癖症にならないよう注意。強迫神経症が増加中。“いい加減”で対処。 
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ワクチン賛否論よりも大切なことは、「洗脳」されないこと 

 

太田東西薬局の漢方・考え方・人物のファンになってくださるお客様は 

まことに喜ばしく有難いことなのですが、残念ながら一方でそのご家族の中に 

“アンチ太田東西”がいることもあります(^-^; 

 

その太田東西否定派ご家族の口ぐせが 

「おまえは洗脳されている」というもの。夫が妻に、親が子に言い放つ。 

そのご家族が太田東西以上に、健康で幸せで高い知性と教養をお持ちならば 

私が相談に出向きたいくらいですが・・・実際はそうでないから厄介です(苦笑) 

 

私は薬局のお客様を洗脳しているのではなく 

「教育」していると認識しています（決して上から目線ではなく）。 

では、「教育と洗脳の違い」は何か？ 

 

相手に与えたアドバイスが、相手のメリットになる、相手の幸せにつながる 

ものが教育であり、自分のメリット（私利私欲）につながる行為が洗脳です。 

 

薬局を長くご利用いただいているお客様。「自分は洗脳されている」と思って 

いますか？(笑) 私の漢方相談が人生相談になっているのは、お客様を健康に

導くだけではなく、より良く生きていくための「教育」をしているから。 

だから時に、厳しく嫌われかねないこともアドバイスしています。 

 

さて、ワクチンを推奨する政府・テレビのニュースやワイドショー番組は 

私たちを「教育」しているのか？  

それとも「洗脳」しているのか？ 

 

それはワクチンを打っても打たなくても、自分にメリットがあったのなら 

それは教育されたのであり、被害を受けたのなら洗脳されたことになります。 

 

教育者は相手に「教え」を与えて、自分で考えさせます。自立させます。 

洗脳者は相手に「不安」を与えて、思考停止させます。依存させます。 

 

「太田東西に洗脳されている」。あなたと薬局を非難するご家族は、すでに 

お上とメディアに洗脳され、完全思考停止状態だと予想されます。 

同調圧力に負けず、対立することなく主体的に生きていきましょう！＼(^o^) 

 

太田東西薬局は教え育む、「教育」の場です。 
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